
ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年８月1日現在

人　口　　12,994人　　　　男　　6,233人

世　帯　　 5,606戸　　　　女　　6,761人

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。
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火災・救急
テレホンガイド

  材　料   作り方

①里芋は、皮をむいて一口大に切り、少し硬めに茹でて水気を切
る。
②人参は、いちょう切り、玉ねぎは薄切りにする。
③ブロッコリーは小房に分け、下茹でをしておく。
④鶏肉は一口大に切っておく。
⑤鍋にサラダ油少々を入れ中火で熱して鶏肉を炒め、火が通った
ら人参、玉ねぎを中火で炒める。最後に里芋を加えてさらに炒
める。
⑥全体に混ざったらバター、小麦粉、コンソメの素を加えて炒め、牛乳を少しずつ加えながら混ぜていく。
⑦木べらでとろみがつくまで煮て、塩コショウで味を整える。
⑧⑦を耐熱容器に入れ、ブロッコリーを飾りその上にピザ用のチーズをまんべんなく散らし、オーブントー
スターできつね色になるように５～６分焼く。

＊里芋は、粘りが出るので最後に加えても可。

里芋グラタン（２人分）

里芋………………… 大４個（１００ｇ）
鶏もも肉……………………… ５０ｇ
人参…………………………… ２０ｇ
玉ねぎ……………… １/２個（１００ｇ）
ブロッコリー………… １/４株（６０ｇ）
牛乳………………………… ３００㏄
ピザ用チーズ………………… ３０ｇ
バター……………… 大さじ１と１/２
小麦粉…………………… 大さじ２
コンソメの素……………… 小さじ１
塩コショウ…………………… 少々
サラダ油……………………… 少々

料理名

今月の旬の野菜　
里　芋

　円城支部では７月に栄養委員と円城小学校３年生の学級ＰＴＡとで親子食育教室
を行いました。
　当日は、野菜たっぷり米粉お好み焼きとソーダフルーツポンチを作りました。
　３年生の児童たちは、日ごろお手伝いをしているのか、野菜を切ったり、卵を
割ったり、材料を混ぜたり、とても上手でした。
　おいしく会食した後には、お箸の持ち方を学び、お箸でビスケットを積むゲーム
をしました。短い時間にたくさん積むのは難しかったですが、大人も子どもも楽し
くできました。

愛育委員会　活動報告（愛育委員会　円城支部）

エネルギー：374kcal　たんぱく質：16.7ｇ　カルシウム：293mg　食塩：1.9ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊里芋の代わりにかぼちゃ、じゃがいも、さつまいもでもおいしいです。
  具には何でも入れることができますのでいろいろ試してみてくださいね。
★里芋の栄養
　粘りはムチンという栄養素です。
　このムチンは、胃の粘膜を強化します。
　また、消化吸収を助け肝臓、腎臓の働きを補助し、疲労回復に役立つと言われています。

親子食育教室

御北栄養委員さんからのおすすめ野菜料理

※住民基本台帳法の改正により、今月号から外国人住民の方も住民人口に含まれるようにな
りました。（適用対象となった外国人住民の方は、「男21人・女131人・世帯146戸」です）

広 報

2012

vol.95
99
vol.95

富
士
山
頂
で
ご
来
光

【富士山頂：撮影 記録員 菅野紀子さん】

主な記事
・P02～特集　交通安全について考える
　　　～まちの安全のために～
・P06～まちの話題
・P09～役場からのお知らせ
・P19～インフォメーション　など
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中
山
間
地
域
で
生
活
す
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
移
動
手
段
と
し
て
自
動
車
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
自
動
車
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
反
面
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
悲
惨
な
交
通
事
故
が
起
こ
り

う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
加
害
者
や
被
害
者
と
な
り
う

る
交
通
事
故
。
そ
の
防
止
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
交
通
道
徳
を
高
め
、
交
通
事

故
を
防
止
し
よ
う
と
い
う
自
覚
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く

守
る
な
ど
の
実
践
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、

事
故
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
９
月
21
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
10
日

間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ご
家
庭
や
職
場

な
ど
で
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
平
成
11

年
か
ら
、
毎
年
県
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
件
数
や
住
民
の
交

通
違
反
件
数
な
ど
を
数
値
化

し
、い
わ
ゆ
る「
交
通
危
険
度
」

と
し
て
各
市
町
村
の
ラ
ン
キ
ン

グ
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
の
吉
備

中
央
町
は
危

険
度
の
低
い

ベ
ス
ト
順
位

で
４
位
で
し

た
。

　

平
成
23
年

中
に
町
内
で

発
生
し
た
交

通
事
故
は
２

８
３
件
。
う

ち
人
身
事
故

は
33
件
で
し

た
が
幸
い
に

も
死
亡
事
故

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

人
身
事
故
の
原
因
別
で
は
、

前
方
不
注
意
が
11
件
、
速
度
超

過
が
５
件
、
安
全
不
確
認
が
３

件
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
注
意

に
よ
る
事
故
が
半
数
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
事
故
防
止
　

　

平
成
23
年
中
の
、
県
内
で
の
全
交
通
事
故

死
者
に
お
い
て
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
占

め
る
割
合
は
44
・
３
％
と
約
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
、
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
の
方
へ
】

◇
身
体
機
能
の
低
下
に
注
意

　

高
齢
運
転
者
が
原
因
（
第
１
当
事
者
）
と

な
る
交
通
事
故
は
、反
射
神
経
、視
力
、聴
力
、

状
況
判
断
力
な
ど
身
体
機
能
の
低
下
に
起
因

す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
運
転
適

性
検
査
の
受
検
な
ど
に
よ
り
、
現
在
の
身
体

機
能
の
状
態
を
正
し
く
理
解
し
、
交
差
点
な

ど
で
は
左
右
の
安
全
確
認
を
徹
底
す
る
、
速

度
を
控
え
る
な
ど
慎
重
な
運
転
に
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
運
転
が

不
安
に
な
っ
た
方
は
、
運
転
免
許
証
を
返
納

し
ま
し
ょ
う
。
県
警
察
で
は
、
返
納
さ
れ
た

方
へ
協
賛
店
で
商
品

割
引
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
「
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

【
歩
行
者
の
方
へ
】

◇�

道
路
横
断
中
が
最

も
危
険

　

道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
必
ず
横
断
歩

道
を
利
用
し
、
左
右
の
安
全
確
認
を
十
分
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
信
号
機
の
あ
る
場
所
で

は
、
信
号
に
従
っ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
横

断
は
無
理
を
せ
ず
、
接
近
す
る
車
が
遠
く
に

見
え
て
も
、
そ
の
車
の
通
過
を
待
ち
ま
し
ょ

う
。
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
安
全
に
横
断

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は

予
期
せ
ぬ
交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
被
害

の
防
止
、軽
減
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
運
転
席
・

助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
座
席
同
乗
者
に

交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
～
ま
ち
の
安
全
の
た
め
に
～

吉備中央町の人身事故件数（過去５年）
平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

53 51 49 53 33

前方不注意
34％

速度
超過
15％

安全不確認
９％

ハンドル
操作誤　９％

ブレーキ
操作誤　6％

動静不注意視
６％

その他
21％

前 方 不 注 意 11
速 度 超 過 5
安 全 不 確 認 3
ハンドル操作誤 3
ブレーキ操作誤 2
動 静 不 注 意 視 2
そ の 他 7

平成23年中に発生した人身事故の原因別

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
重
要
性

区　　分
平　　　成

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年
着 用 死 者 36 28 15 17 15 17 17
非着用死者 25 27 23 20 17 20 24

助命数
（助命率%）

18
（72.0）

21
（77.8）

15
（65.2）

15
（75.0）

15
（88.2）

18
（90.0）

19
（79.2）

不 明 4 5 8 10 3 4 1
計 65 60 46 47 35 41 42

助命数・助命率＝非着用死者のうち、シートベルトを着用してい
れば命が助かったと思われる人・その割合

区　　分 平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

幼児の死傷者数 480 409 415 340 320 316 304
うち四輪同乗中 378 314 315 241 257 264 246
構 成 率 78.8 76.8 75.9 70.9 80.3 83.5 80.9

で
き
る
機
会
を
待
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
夜
光
反
射
材
の
着
用

　

夜
間
の
外
出
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夜
間
は
外
出
を
極
力
控
え
、
や
む
を
得
ず
外

出
す
る
と
き
は
、明
る
い
色
の
服
を
着
用
し
、

夜
光
反
射
材
を
必
ず
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
は
、必
ず
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
正
し
く
締
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
状
況

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
状
況

豊野老人クラブ交通安全教室の様子

(人）
５０0

４00

３０0

２０0

１０0

0

(%）
1００

８０

６0

４０

２０

０

64.2%
57.0%

47.1% 47.6% 48.9% 49.0% 50.7%

使用率

四輪同乗中
その他

６歳未満の
死傷者数

チャイルドシート使用率 54.1%（24年４月調査）
50.7%（23年５月調査）

６歳未満幼児の
死傷者数の状況

チャイルドシート使用と非使用の格差

チャイルドシート非使用の場合

●被害率
　致死率は使用の場合の
　約2.7倍
　重傷率は使用の場合の
　約2.0倍

危険!!

(人）
120

100

80

60

40

20

0

(%）
1００

９０

80

７０

６０

５０

４０

94.0% 95.3%

95.2% 95.0% 96.0% 96.2% 96.5%

着用率

非着用
着　用
不　明

過去７年間の四輪車乗車中死者とシートベルト着用状況の推移

岡山県のシートベルト着用状況と
チャイルドシート使用状況
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飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
厳
罰
化
が
進
み
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故

は
後
を
絶
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

岡
山
県
内
に
お
け
る
、
平
成
23
年
の
飲
酒

運
転
の
検
挙
件
数
は
４
０
４
件
と
な
っ
て
お

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲
酒
運
転
へ
の
意
識
の

低
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
「
少
量
で
も
」
脳
の
機
能

を
ま
ひ
さ
せ
ま
す
。
飲
酒
す
る
と
安
全
運
転

に
必
要
な
情
報
処
理
能
力
、
注
意
力
、
判
断

力
な
ど
が
低
下
し
、
重
大
事
故
に
結
び
つ
く

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
が
、「
飲
ん
だ
ら
、

運
転
し
な
い
」「
運
転
す
る
人
に
は
、
お
酒

を
勧
め
な
い
」「
飲
ん
だ
人
に
は
、
運
転
さ

せ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
お
互
い
に

声
掛
け
や
注
意
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
を

�

ご
存
じ
で
す
か
？

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、
自
動
車

で
仲
間
と
飲
食
店
に
行
く
場
合
に
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決

め
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け

る
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
８
割
の
国
民

が
意
味
を
理
解
し
て
い
る
「
ボ
ブ
運
動
」
を

参
考
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
仲

間
同
士
や
飲
食
店
が「
今
日
の
ボ
ブ
は
誰
？
」

と
呼
び
掛
け
、
グ
ル
ー
プ
内
で
お
酒
を
飲
ま

な
い
人
を
決
め
て
お
き
、
飲
食
店
も
こ
れ
に

協
力
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
飲
酒
運
転
を

撲
滅
す
る
た
め
に
、
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
、
岡

山
北
警
察
署
管
内

地
域
・
交
通
安
全

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
早は
や

川か
わ

浩ひ
ろ

美み

さ

ん
（
岡
山
市
北
区

御
津
）
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
・
交
通
安

全
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
、
岡
山
北
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
幼
稚

園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
の

要
請
に
基
づ
き
、
地
域
防
犯
・
交
通
安
全
教

室
を
実
施
し
、
地
域
の
安
全
、
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

早
川
さ
ん
は
、
特
技
の
腹
話
術
や
長
年
活

動
さ
れ
て
い
る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
経
験
を
生
か
し
た
防
犯
・
交
通
安
全
指

導
を
行
っ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
層
を
対
象
に
防
犯
・
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
交
通
安
全
団
体
は
、
交
通
安
全
協

会（
８
支
部
）、交
通
安
全
母
の
会（
７
支
部
）

等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
町
民
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
活
動
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

活
動
内
容
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

各
地
域
で
の
啓
発
活
動
・
行
事
へ
の
参
加
を

は
じ
め
、
毎
月
10
日
と
25
日
の
交
通
安
全
の

日
を
中
心
と
し
た
街
頭
指
導
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
の
ぼ
り
旗
・
横
断
旗
の
設

置
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
の

清
掃
・
点
検
、

通
学
路
の
草

刈
り
、
地
区

体
育
祭
に
お

い
て
の
交
通

安
全
パ
レ
ー

ド
等
、
積
極

的
に
活
動
を

さ
れ
て
い
ま

す
。

岡
山
北
警
察
署　

交
通
課
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
今
年
の
交
通
事
故
状
況

　

吉
備
中
央
町
内
で
の
１
月
か
ら
６
月
末

ま
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
人
身
事

故
が
26
件
で
、
昨
年
と
比
較
し
ま
す
と
12

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。人
身
事
故

で
は
死
者
数
が
２
名
で
、昨
年
対
比
で
２

名
の
増
加
、
負
傷
者
数
が
28
名
で
昨
年
対

比
で
６
名
の
増
加
と
い
う
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
北
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
事

故
の
う
ち
78
・
４
％
が
直
線
な
ど
の
単
路

で
起
き
て
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
の
北
警

察
署
管
内
で
の
死
者
数
は
２
名
で
し
た

が
、
今
年
は
既
に
３
名
で
昨
年
を
上
回
っ

て
お
り
、
内
２
名
が
吉
備
中
央
町
で
す
の

で
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
中
山
間
地
域
で
の
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

吉
備
中
央
町
内
の
道
路
は
単
路
で
カ
ー

ブ
が
多
い
こ
と
か
ら
、
法
面
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
衝
突
す
る
自
損
事
故
が
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
で
す
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
や
前
方
確
認
に
注
意
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
は
、
運
動
機
能
の
低

下
を
自
覚
し
て
い
た
だ
き
、
運
転
の
際
は

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

町
が
推
進
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
・
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て

運
転
を
控
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
効
だ

と
思
い
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
抑
止
の
た
め
に

　

北
警
察
署
で
は
、
管
内
に
あ
る
運
送
会

社
な
ど
の
事
業
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き

「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
車
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
業
所
の
車
に

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
車
を
示
す
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
制
限
速
度
を
守
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、後
続
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
止
し
て
、

事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に

　

交
通
事
故
は
誰
も
が
起
こ
す
可
能
性
と

被
害
に
遭
う
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
も
事
故
の
捜
査
を
長
く
担
当
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
や

不
注
意
で
発
生
し
た
重
大
事
故
に
よ
っ

て
、
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
事

例
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
事
故
は
不
注

意
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
す
の
で
、
日

ご
ろ
か
ら
職
場
や
家
庭
で
注
意
喚
起
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阪
さか

田
た

　裕
ゆう

司
じ
　交通課長

　　運転者以外にも厳しく適用されます.

酒酔い運転
罰　則 5年以下の懲役または100万円以下の罰金
違反点 35点⇨免許取消し
酒気帯び運転
罰　則 3年以下の懲役または50万円以下の罰金

酒類提供の禁止
酒酔い運転の場合

罰　則 3年以下の懲役または50万円以下の罰金
酒気帯び運転の場合
罰　則 2年以下の懲役または30万円以下の罰金
車両提供の禁止
酒酔い運転の場合

罰　則 5年以下の懲役または
　　　　　100万円以下の罰金
酒気帯び運転の場合
罰　則 3年以下の懲役または
　　　　　50万円以下の罰金

酒酔い運転

酒気帯び運転

酒類提供の禁止

車両提供の禁止 同乗の禁止同乗の禁止
酒酔い運転の場合

罰　則 3年以下の懲役または
　　　　　50万円以下の罰金
酒気帯び運転の場合
罰　則 2年以下の懲役または
　　　　　30万円以下の罰金

違反点 13点（0.15以上0.25mg未満）⇨免許停止
　　　　　25点（0.25mg以上）⇨免許取消し
運転者以外にも

運 転 者

飲酒運転をするおそれのある者に酒類を提供
した者に対する 罰則

酒気を帯びていて飲酒運転を
するおそれのある者に車両を
提供した者に対する罰則

運転者が酒気を帯びていることを知りながら、
車両に乗せてくれるように要求または依頼して、
その運転者が飲酒運転をする車
両に同乗した者に対する罰則
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介
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介
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岡
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６

早川さんのコメント
「皆さんの安全・安心のくらし
に役立つことができるよう頑張
りたいです」

大和地区の交通安全協会・交通安全母の会の皆さん
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災
害
時
に
期
待
！
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

園
児
が
メ
ダ
カ
を
放
流
！

定
住
奨
励
金
を
交
付
し
ま
し
た

汗
流
し
ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
！

吉
備
中
央
町
観
光
協
会
総
会
開
催

　

６
月
27
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
平
成
24

年
度
吉
備
中
央
町
観
光
協

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
草く

さ

地ち

博ひ
ろ
し

観

光
協
会
会
長
が
「
観
光
推

進
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
な
課
題
。

今
後
い
ろ
い
ろ
な
面
で
研

修
を
重
ね
、
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
事
業
を
十
分
に
研
究
・
検
討
し
、
町
の
活
性
化
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
そ
の
後
、
事
業

計
画
や
予
算
に
つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
主
な
事
業
は
、町
内
の
魅
力
を
紹
介
す
る「
ふ

る
さ
と
夢
体
験
ツ
ア
ー
」
や
出
張
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
と

併
せ
て
、
滞
在
型
農
村
体
験
を
提
供
す
る
農
家
民
泊
の
研
究

を
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、総
会
終
了
後
、「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」へ
申
し
込
み
さ
れ
た
団
体
会
員
へ
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
ベ
ゴ
ニ
ア
等
の
苗
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、地

域
の
環
境
美
化
に
対
す
る
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

　

７
月
８
日
、
か
も
が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
吉
備
中

央
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
平
成
24
年
度
吉
備
中
央
町
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、夏
の
日
差
し
の
中
、軟
式
野
球
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
４
種

目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
部
と
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
恒
例
の
う
ど
ん
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

な
お
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
軟
式
野
球

　
優　
勝
：
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｓ

　
準
優
勝
：
ド
リ
フ
タ
ー
ズ

　
３　
位
：
球
遊
ク
ラ
ブ

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
の
部
）

　
優　
勝
：
ｉ
Ｖ
Ｏ
ｒ
ｙ
３

　
準
優
勝
：
ｉ
Ｖ
Ｏ
ｒ
ｙ
２

　
３　
位
：
Ｆ
Ｉ
Ａ
Ｎ

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
熟
年
の
部
）

　
優　
勝
：
コ
ー
チ
ャ
ン
チ
ー
ム

　
準
優
勝
：
議
会
バ
レ
ー
部

　
３　
位
：
き
ね
ず
か

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
小
学
生
の
部
）

　
優　
勝
：
津
賀
６
年

　
準
優
勝
：
カ
ツ
丼
食
べ
て
勝
つ
円
城 

　
３　
位
：
円
城
５

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
優　
勝
：
久く

野の

村む
ら

知か
ず

哉や

・
石い
し

井い　
　
翔し
ょ
う　

ペ
ア

　
準
優
勝
：
平ひ

ら
松ま
つ　

将ま
さ

斗と

・
土つ
ち

岩い
わ　

大だ
い

輝き　
ペ
ア

　
３　
位
：
藤ふ

じ
本も
と　

　
哲て
つ

・
長な
が

畑は
た　

晴は
る

樹き　
ペ
ア

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
優　
勝
：
植う

え
木き　
末す
え

正ま
さ

　
準
優
勝
：
贄に
え

田だ　
壽ひ
さ

明あ
き

　
３　
位
：
小こ
ば
や
し林　

節せ
つ

次じ

　
４　
位
：
仁に
の

宮み
や　

甚じ
ん

吾ご

　
５　
位
：
植う
え

田だ　
住す
み

枝え

と
し
て
、
配
布
団
体
を
対
象
に

「
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
も

実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

７
月
８
日
、
加
賀
郡
ハ
ム
ク

ラ
ブ
と
吉
備
中
央
町
が
「
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
に
よ
る
災
害
時
応

援
協
定
」
の
調
印
式
を
、
か
も

が
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
電

話
な
ど
で
の
通
信
連
絡
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
、
非
常
用
の

通
信
手
段
と
し
て
、
加
賀
郡
ハ

ム
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
用
い
て
情
報
の
収
集

や
伝
達
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
で
町
を
支
援
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

無
線
の
特
徴
は
、
電
話
の
よ
う
に
回
線
や
中
継
局
が
必
要

な
い
た
め
、
電
源
と
無
線
機
、
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
無
線
設
備

が
利
用
で
き
れ
ば
、
い
つ
で
も
通
信
が
可
能
な
こ
と
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
梶か

じ

原は
ら

利と
し

明あ
き

会
長
（
下
土
井
）
は
「
日
ご
ろ
か

ら
公
共
の
電
波
を
使
用
し
、
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
が
、
災
害
時

に
少
し
で
も
協
力
、
恩
返

し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
は
防
災
意

識
の
向
上
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
加
賀
郡
ハ
ム
ク

ラ
ブ
の
会
員
は
町
内
の
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
愛
好
家
25

名
で
、
活
動
は
３
年
目
。

　

７
月
９
日
、
小
森
弁
蔵
地

内
に
あ
る
豊
岡
川
浄
水
施
設

で
メ
ダ
カ
の
放
流
式
が
行
わ

れ
、メ
ダ
カ
を
ふ
や
そ
う
会
、

小
森
住
民
会
の
関
係
者
と
円

城
幼
稚
園
園
児
な
ど
約
30
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

メ
ダ
カ
を
ふ
や
そ
う
会
は

絶
滅
危
惧
種
に
な
っ
て
い
る

メ
ダ
カ
を
繁
殖
さ
せ
る
活
動

を
10
年
以
上
続
け
ら
れ
て
お

り
、
放
流
場
所
を
「
め
だ
か

の
里
」と
し
て
20
カ
所
以
上
で
繁
殖
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
、

加
茂
川
地
区
で
の
放
流
は
下
加
茂
に
続
い
て
２
カ
所
目
。
は

じ
め
に
同
会
会
長
の
杭く

え

田だ

一か
ず

雄お

さ
ん
（
豊
野
）
が
「
メ
ダ
カ

は
卵
を
年
間
５
０
０
個
ぐ
ら
い
産
み
ま
す
。
た
く
さ
ん
卵
を

産
む
よ
う
願
っ
て
放
流
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
、
そ
の
後
、
園
児
た
ち
は
洗
面
器
に
分
け
ら
れ
た
メ
ダ
カ

を
次
々
と
池
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
、
役
場
賀
陽
庁
舎
に
お
い
て
、
定
住
奨
励
金
の

授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
町
長
か
ら「
地
域
の
活
力
の
維
持
・

向
上
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と
定
住
者
に
感
謝
と
期
待

を
よ
せ
、
奨
励
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

●
結
婚
祝
金

　

石い
し

本も
と　

勉つ
と
むさ
ん　

美み

代よ

子こ

さ
ん
（
吉
川
）

　

吉よ
し

井い　

直な
お

人ひ
と

さ
ん　

佳か

鑫し
ん

さ
ん
（
岨
谷
）

　

谷た
に

村む
ら　

剛た
け

嗣し

さ
ん　

弥ひ
ろ

美み

さ
ん
（
竹
荘
）

●
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

赤あ
か

木ぎ　

崇た
か

明は
る

さ
ん
（
粟
井
谷
）

　

平ひ
ら

岡お
か　

雅ま
さ

広ひ
ろ

さ
ん
（
吉
川
）

　

相あ
い

田だ　
　

貴た
か
しさ

ん
（
竹
荘
）

●
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金

　

長な
が

濵は
ま　

一い
つ

美み

さ
ん
（
吉
川
）

　

池い
け

上が
み　

真し
ん

二じ

さ
ん
（
黒
土
）

　

金か
な

森も
り　

順じ
ゅ
ん
や也
さ
ん
（
豊
岡
上
）

●
就
業
奨
励
金

　

田た

村む
ら　

智と
も

則の
り

さ
ん
（
黒
土
）

　

岩い
わ

佐さ　

大だ
い

悟ご

さ
ん
（
上
竹
）

　

仲な
か

間ま　

大だ
い

樹き

さ
ん
（
上
竹
）

定住奨励金交付者数
（平成24年４月～平成24年６月末現在）
結婚祝金 　　　　３組
Ｉターン奨励金 ３世帯　７人
Ｕターン奨励金 ３世帯　８人
就業奨励金 　　　　３人
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ ■まちの話題 まちの話題
ふ
る
さ
と
夢
体
験
ツ
ア
ー

 
～
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
＆

�
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
食
べ
放
題
～

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

７
月
14
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
川か
わ

上か
み

茂し
げ
る

さ

ん
（
吉
川
）
に
７
月
17
日
、
お
よ
ろ
こ
び
状
や
記
念
品
、
祝

金
な
ど
が
、県
、町
、社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
上
さ
ん
は
川
上
郡
大
賀
村
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和

12
年
に
ご
結
婚
、
昭
和
28
年
に
家
族
で
吉
川
へ
引
っ
越
し
て

来
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
毎
日
景
色
を
見
な
が
ら
散
歩
を
す
る
の
が
日
課
で
あ
り
、

楽
し
み
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
、
益
々
の
ご
長
寿
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
13
日
、
吉
備
中
央
町
観
光
協
会
が
町
の
特
産
品
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ふ
る
さ
と
夢
体
験
ツ
ア
ー
」
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
＆
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
食
べ
放
題
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
上
田
西
の
小
林
農
園
（
代

表　

小こ
ば
や
し林
豊ゆ
た
か

さ
ん
）
で
行
い
、
岡
山
市
や
倉
敷
市
な
ど
か
ら

25
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
じ
ゃ
が
い
も

の
収
穫
体
験
で
は
、

立
派
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
た
く
さ
ん
採
れ
、

参
加
者
は
笑
顔
で
満

足
感
い
っ
ぱ
い
の
表

情
で
し
た
。
ま
た
、

青
い
宝
石
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
食
べ
放
題
で

は
、
甘
く
実
っ
た
大

粒
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

に
舌
鼓
。
甘
酸
っ
ぱ

く
、
目
に
も
優
し
い

と
話
し
な
が
ら
食
べ

放
題
を
満
喫
し
て
い

た
姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

９
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ９月 26日（水）午前９時～正午

会場 納地公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
行政相談
人権相談
福祉相談

人権相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
24
年
９
月
６
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎　

相
談
室

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

　

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

日　
　
時

会　
　
場

９
月
４
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

９
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－

１
３
１
６

ご
存
じ
で
す
か
？

  

退
職（
失
業
）に
よ
る

�

特
例
免
除
制
度

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職

（
失
業
）
さ
れ
る
と
、
役
場
で
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職
（
失
業
）
し
た

年
度
お
よ
び
翌
年
度
に
限
り
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
免
除
制
度
で
す
。

　

通
常
、保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の
所
得

が
、
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、特
例
免
除
で
は
、申
請
者
本
人
の

所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
う
た
め
、
通
常

の
審
査
で
は
免
除
対
象
と
な
ら
な
い
方
も
、

免
除
対
象
と
な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
と
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
役
場
住
民
課
、
加
茂
川
総
合

事
務
所
、
各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

 

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

 

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
へ

支
払
う
自
己
負
担
額
が
一
定
の
額
（
自
己
負

担
限
度
額
）
ま
で
の
支
払
い
で
済
む
認
定
証

と
入
院
時
の
食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
が
減

額
さ
れ
る
認
定
証
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、
外
来

診
療
で
高
額
な
医
療
費
を
支
払
い
さ
れ
る
場

合
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

�「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
…
住
民
税
課
税

世
帯
・
国
保
税
滞
納
な
し

　

�「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
…
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
国
保
税
滞

納
な
し

　

�「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
…
住
民
税

非
課
税
世
帯

＊�

70
～
74
歳
の
方
で
、
住
民
税
課
税
世
帯
の

方
は
、「
高
齢
受
給
者
証
」
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
だ
け
で
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
の
支
払
い
と
な
る
た
め
、「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

＊�

認
定
証
は
、
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら

有
効
と
な
り
ま
す
。

＊�

制
度
の
内
容
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

保
健
課　

医
療
保
険
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

音
楽
と
踊
り
、お
い
し
い

�

食
べ
物
で
夏
を
満
喫
！

　

７
月
21
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
前
駐
車
場

で
、
夏
休
み
恒
例
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
焼
き
そ
ば
や
た

こ
焼
き
、
か
き
氷
な
ど
の
販
売

の
ほ
か
、
吉
備
中
央
町
う
ら

じ
ゃ
“
ま
ほ
ろ
ば
”
に
よ
る
踊

り
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後

の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
倉
敷
天

領
太
鼓
の
演
奏
と
打
ち
上
げ
花

火
が
同
時
に
行
わ
れ
、
来
場
者

は
夜
空
に
広
が
る
き
れ
い
な
花

火
を
見
な
が
ら
、
迫
力
あ
る
和

太
鼓
の
音
を
楽
し
ん
で
い
ま
し�

た
。

国
民
年
金
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手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

医
療
費
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受

け
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
が
助
成

さ
れ
る
も
の
で
、
町
へ
の
申
請
に
よ
り
受
給

資
格
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
対
象

者
で
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
保
健
課
】

岡
山
県
小
児
等
医
療
費
公
費
負
担
制
度

対
象
者
：�

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
お

よ
び
児
童
・
生
徒

岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負
担
制
度

対
象
者
：�

ひ
と
り
親
（
父
子
・
母
子
）
家
庭

の
親
お
よ
び
児
童

　
　
　
　

父
母
の
い
な
い
児
童

　
　
　
　

�

父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
配
偶
者
の
な
い
者

　

◆�

（
注
意
）
対
象
者
に
、
所
得
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
み
該
当
し
ま
す
。

【
福
祉
課
】

岡
山
県
心
身
障
害
者
医
療
費
公
費
負
担
制
度

対
象
者
：�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
2

級
の
方

　
　
　
　

�

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
方
で
、

か
つ
療
育
手
帳
B
（
中
度
）
の
方

　
　
　
　

療
育
手
帳
A
の
方

　

◆�

（
注
意
）
65
歳
以
上
で
新
た
に
該
当
し

た
場
合
は
給
付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

�　
　

ま
た
、
所
得
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

医
療
保
険
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

　

福
祉
課　

障
害
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
７

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

「
緑
の
募
金
緑
化
事
業
」に
よ
る

�

苗
木
の
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
「
緑
化
募
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

期
間
中
７
７
４
，８
７
３
円
の
募
金
が
集
ま

り
、
公
益
社
団
法
人
岡
山
県
緑
化
推
進
協
会

へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
森
林
整
備
・
緑
化
推
進
活

動
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
吉
備
中
央
町
へ

配
分
さ
れ
地
域
の
緑
化
活
動
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
公
民
館
・
ご
み
収

集
場
所
・
道
沿
い
等
の
環
境
美
化
や
整
備
な

ど
を
行
わ
れ
る
場
合
、
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す
。
苗
木
を
希
望
さ

れ
る
団
体
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
平
成
24
年

９
月
21
日
㈮
ま
で
に
農
林
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
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平成24年度（25年4月採用）
吉備中央町職員採用候補者試験受験案内

　吉備中央町では、平成24年度（25年４月採用）吉備中央町職員採用候補者試験を行います。
　岡山のまん中・自然豊かな吉備中央町であなたの力を生かしてみませんか。
　行政のプロフェッショナルとしての役割を皆さんに期待しています。

◇採 用 職 種 ・
　採 用 予 定 人 員　　一般事務職　若干名　　　保　健　師　若干名

◇受　験　資　格　　�一般事務職…�平成元年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業程度以上の
学力を有する人（平成25年３月31日までに卒業見込みの人を含む）

　　　　　　　　　　　保　健　師…�昭和59年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許取得者もしく
は当該免許試験の受験資格を取得できる学校等を卒業した人で、
免許取得見込みの人、または平成25年３月31日までに卒業見込
みの人で、免許取得見込みの人

◇第 一 次 試 験　　平成24年10月14日（日）　　会場　吉備中央町農業振興センター
◇受験申込受付期間　　平成24年８月２日（木）～平成24年９月14日（金）
　　　　　　　　　　　※郵送による場合は当日消印有効
◇そ　　 の 　　他　　�詳しくは、各庁舎、各支所出張所の受験案内または町ホームページをご覧くだ

さい。
　　　　　　　　　　　URL　http://www.town.kibichuo.lg.jp/

【お問い合わせ先】総務課　行政班　☎０８６６－５４－１３１３

９月１日から、ポリオワクチン接種が経口生ポリオ
ワクチンから不活化ポリオワクチンに変わります
　乳幼児が対象のポリオワクチンについて、今までは経口生ポリオワクチンを口から投与していましたが、
９月からは、不活化ポリオワクチンを皮下注射で接種することになりました。
　なお、対象者の保護者の方には別途通知いたします。
　下記の表を参考に９月からはポリオの予防接種を受けましょう。

どうすればいいの？ ポリオワクチン
経口生ポリオワクチンまたは
不活化ポリオワクチンを

まだ１回も
受けていない方

経口生ポリオワクチンを

すでに１回
受けている方

経口生ポリオワクチンを

すでに２回
受けている方

不活化ポリオワクチンを

１～３回
受けている方

不活化ポリオワクチンを合計４回受けてく
ださい
※�不活化ポリオワクチンは、初回接種３回＋追加
接種１回、合計４回の接種が必要です。

不活化ポリオワクチンをあと３回受けてく
ださい
※�経口生ポリオワクチンを１回接種されている方
は、合計３回の不活化ポリオワクチン接種がさ
らに必要です。

不活化ポリオワクチンは必要ありません
※�経口生ポリオワクチンをすでに２回接種されて
いる方は、さらに不活化ポリオワクチンを接種
する必要はありません。

不活化ポリオワクチンが合計４回となるよ
う残りの回数を受けてください
※�国内未承認の不活化ポリオワクチンの接種を開
始されている方も、不足分を定期接種で受ける
ことができます。

接種期間、回数について
　不活化ポリオワクチンは、初回接種（１～３回目）として20日以上の間隔をおいて３回、追加接種（４回目）
として初回接種終了後６カ月以上の間隔をおいて１回、合計４回の接種が必要です。
※�ただし、平成24年９月１日導入時点では、４回目の追加接種については、現在国内臨床試験を実施中のた
め承認されていないので、定期接種対象外です。データが整い次第導入予定ですので、また定期接種対象
になりましたら広報紙等でお知らせいたします。
※三種混合ワクチンが同時期に接種となりますが、医療機関と相談の上、従来どおり接種を受けてください。

「不活化ポリオワクチン」とは
　「不活化ポリオワクチン」は、ポリオウイルスを殺し（不活化し）、免疫をつくるのに必要な成分を取り出
して病原性を無くしてつくったものです。ウイルスとしての働きはないので、ポリオと同様の症状が出ると
いう副反応はありませんが、不活化ポリオワクチンでも発熱などの副反応がでることがあります。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326
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　任期満了による吉備中央町長選挙及び吉備中央町議会議員一般選挙が９月25日に告示され、９月30
日に投票が行われます。
　今後４年間の町政を担う代表者を選ぶ重要な選挙です。皆さまの貴重な一票を町政に反映させるた
め、必ず投票しましょう。

　今回の選挙に投票できる人は、次の項目すべてに該当される方です。
　◦平成４年10月１日以前に生まれた方（１日を含む。）
　◦�平成24年６月24日（24日を含む。）までに転入届出をした方又は同日までに住民票が作成され
た方で、平成24年９月24日時点で引き続き住民基本台帳に記載されている方。（投票日の前日
までに町外に転出された方は、選挙期日に投票することはできません）

　有権者の皆さまには、告示日の翌日以降、入場券が郵送されます。
　◦�入場券を紛失した、または届いていない場合でも、期日前投票所、もしくは自分の区域の投票
所で申し出れば投票することができます。

　投票用紙の色は、次のとおり色分けされています。
　◦町長選挙　　　　　　　　白　色
　◦町議会議員一般選挙　　　みず色
　投票の順序は、最初に「町長選挙」、次に「町議会議員一般選挙」の投票を行います。
　投票用紙には、氏名掲示を参考にして、それぞれの立候補者の中から１人の名前を正確に記載し
てください。それ以外の事を記載すると、大切な一票が無効になる恐れがありますので、ご注意く
ださい。

投票日に投票に行けない人は期日前投票を

　期日前投票は、選挙期日に仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭等の用務があるなど、一定の事由に
該当すると見込まれる選挙人が投票しやすい環境を整えるため、選挙期日前でも選挙期日の投票と
同じように直接投票箱に投票できる制度です。
　手続きは一定の事由に該当する旨の「期日前投票宣誓書」に必要事項をご記入していただく以外
は、選挙期日の投票手続きと同様です。
　また、今回の選挙から入場券の裏面に「期日前投票宣誓書」を印刷していますので、ご自宅にお
いて事前にご記入いただき期日前投票にお越しいただくことが可能です。
　ただし、入場券の選挙人宛名と裏面「期日前投票宣誓書」の氏名が相違する場合は、あらためて
「期日前投票宣誓書」をご記入いただく場合がありますのでご注意ください。

　仕事や旅行などで、選挙期間中、吉備中央町以外の市区町村に滞在されている方が、滞在先の市
区町村の選挙管理委員会で不在者投票ができる制度です。また、指定病院等に入院等されている方
などは、その施設内で不在者投票ができます。
　手続きは、吉備中央町選挙管理委員会に直接又は郵便等で投票用紙など必要な書類を請求する必
要があります。
　投票用紙の請求期限は９月23日（日）までですのでご注意ください。

吉備中央町長選挙及び吉備中央町議会議員一般選挙の概要
定
数
等

町長選挙 町議会議員一般選挙
定　　　　数 １人 16人
任　　　　期 ４年（平成24年10月24日～平成28年10月24日）

主
な
選
挙
日
程

立候補予定者説明会 ■日　時　９月８日（土）午前９時30分～
■会　場　吉備中央町農業振興センター２階

立候補届出書類事前審査 ■日　時　９月18日（火）午前９時～
■会　場　役場賀陽庁舎２階中会議室

告示日（立候補届出日） ■日　時　９月25日（火）午前８時30分～午後５時
■会　場　吉備中央町農業振興センター２階

期 日 前 投 票 期 間

■期　間　９月26日（水）～９月29日（土）
■時　間　午前８時30分～午後８時
■場　所　役場賀陽庁舎（議会棟１階）
　　　　　吉備中央町農村環境改善センター（役場加茂川庁舎隣）

投 票 日 ■日　時　９月30日（日）午前７時～午後６時まで

☆ルールを守って明るい選挙☆
　社会がどんどん成熟してゆく中で、物質的には随分豊かになり、これからは、心の豊かさが求められていま
す。私たちの住む郷土を、私たちの手で住みよくしていかなければなりません。
　なかでも、選挙は、民主主義の基盤をなすものです。有権者一人ひとりが選挙制度を正しく理解し、行政や
選挙に関心を持ち、候補者の人物や政策を正確に見る目を備え、大切な自分の一票を進んで投票することが必
要です。買収や供応などの不正に惑わされたり、義理人情で投票したりしてはならないことは言うまでもあり
ません。
「明るい選挙」とは、有権者が主権者としての自覚を持って進んで投票に参加し、選挙が公明かつ適正に行わ
れ、有権者の意志が正しく行政に反映される選挙のことです。
  有権者が普段から行政と選挙に関心を持ち、

　　①選挙違反のないきれいな選挙を行なうこと。
　　②有権者がこぞって投票に参加すること。
　　③候補者の人物や政策などを見る目を養うこと。
　　　が重要となってきます。

　選挙には、選挙運動に関する制限をはじめ、たくさんのルールがあります。選挙に関するルールに違反した
場合には、犯罪として裁かれるだけでなく、連座制によるペナルティが科されることもあります。選挙運動に
関わる人はもちろん、投票する有権者も選挙に関するルールをよく知ったうえで、選挙が正しく行われている
か見極める必要があります。
　明るく正しい選挙が行われるよう、有権者も高い意識をもって選挙に臨みましょう。

吉備中央町長選挙・吉備中央町議会議員一般選挙
投票日は９月30日（日）です

今回の選挙に投票できる人

入場券について

投票の順序と方法

不在者投票制度について

【お問い合わせ先】吉備中央町選挙管理委員会事務局（総務課内）　☎0866－54－1313
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音声告知放送を用いた全国一斉の緊急情報の伝達試験

　吉備中央町では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ
ジェイ
－Ａ

ア ラ ー ト
ＬＥＲＴ）（※）

から送られてくる国からの緊急情報を、確実に町民の皆さまへお伝えするため、音声告知放送を用いた
緊急情報伝達手段の試験を行います。

　吉備中央町が当日実施する試験は次のとおりです。

情報伝達手段 内　　容

音声告知放送 音声告知放送の受信機で、次の放送内容が放送されます。
【放送内容】　「これは、試験放送です」

注）吉備中央町以外の地域でも、全国的に様々な情報伝達手段で試験が実施されます。

 （※）�Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・アラート）とは、地震・津波
や武力攻撃などの災害時に、国から送られてくる緊急情
報を人工衛星などを活用して、瞬時に情報伝達するシス
テムです。

【お問い合わせ先】
　　　総務課　行政班　☎0866－54－1313

平成24年９月12日（水）　10時00分ごろ と
　　　　　　　　　　　10時30分ごろ の ２回 実施します

音声告知放送受信機の設置をお願いします
　音声告知放送は、ケーブルテレビの伝送路を利用した町からの放送施設です。
　この放送施設では・・・

火災・災害情報・避難勧告・避難指示・緊急地震速報・
武力攻撃事態等発生時の警報

朝と夜の定時放送（各種事業のご案内、行事予定などの
行政情報や求人情報のお知らせ）

再放送 (緊急放送、定時放送等の繰り返し放送 )・吉備中
央町議会生中継・NHK－FM・FM岡山

等をお知らせします。

専用受信機

〈受信料は無料です〉

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
！

町では、この施設が町民皆さまの生命と財産を守るための重要な施設の一つとなることから、町内全世帯、
従業員等が常駐する事業所への受信機設置を推奨しています。

※�宅内への受信機設置負担金：一般世帯等（町内へ住民票を有する世帯・従業員等が常駐する法人の事務所等）へ
の１台目の設置については、無料です。（ただし、標準外の工事は除きます）
※�最寄りの電柱から軒下までの引込工事負担金：ケーブルテレビまたはケーブルインターネットに加入している場
合は、必要ありません。加入していない場合は、引込工事負担金21,000円が必要となります。（ただし、標準外の
工事が必要な場合は、追加負担となります）

詳しくは、町ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

放送が聞こえない、雑音がするなど、「おかしいな」と思ったら・・・・

 

まずは下記項目の確認をお願いいたします。 
■ 放送が聞こえない 

ACアダプター接続 

■電源ランプ(緑色)が点滅している 

■ラインランプ(オレンジ色)が点滅している 

 
④乾電池の交換 

① 

② ③ 

外部スピーカー出力 
同軸ケーブル接続 

・�①の音量調節ツマミを上げ、【再放送】【NHK-FM】【FM
岡山】のボタンをそれぞれ押して、各チャンネルから
音が出るか確認してください。
・�②の ACアダプター、③の同軸ケーブルが外れていな
いか確認してください。

・�②のACアダプターが抜けていないか確認してください。
・�②の ACアダプターを接続しているコンセントへ他の
電家製品等を接続し、電気が供給されているか確認し
てください。
・�電源が入っている場合は、④の乾電池の交換をしてく
ださい。（単３形×４本）

・�③の同軸ケーブルが正しく接続されているか確認して
ください。

復旧しない場合は下記までご連絡ください。

【お問い合わせ・お申し込み先】　企画課　公聴広報班　☎0866－54－1314

９月１日は「防災の日」、８月30日から９月５日は「防災週間」です
　国では、毎年９月１日を「防災の日」、この日を含む１週
間を「防災週間」とし、防災意識の向上のための取り組み
を実施しています。
　土石流や地すべり、がけ崩れなどの土砂災害は、集中豪
雨や長雨などで地盤が緩むと発生しやすくなります。今年
の７月７日未明の豪雨では、住まいに関係するものとして、
家屋への崩土41件、浸水13件、宅地の崩落３件の被害が
ありました。万一に備え、普段から家の周りの危険箇所や
避難場所、避難経路を家族で話し合い、確認しておくことが大切です。大雨注意報や大雨警報な
どの気象情報に注意し、強い雨が降り続いたり、土地に亀裂が入ったり、危ないと感じたときは
早めに避難しましょう。
　災害時には、行政による「公助」はいうまでもありませんが、自分の身は自分で守る「自助」、
地域や身近にいる人同士が助け合う「共助」こそが、被害を少なくするための大きな力となります。
ただし、身の周りの人を助けるには、まず自分自身が無事でなければなりません。「自助」があっ
ての「共助」です。平時から、「自分でできること」、「家族でできること」、「ご近所と力を合わせ
てできること」などについて考え、いつくるか分からない災害に備えておくことが大切です。

【防災に関するお問い合わせ先】総務課　行政班　☎0866－54－1313

写真：㈶消防科学総合センター
　　　http://www.isad.or.jp
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吉備中央町育英資金〈奨学金〉
奨学生募集（下半期）

　吉備中央町では、勉学意欲がありながら経済的理由により就学困難な高校生、大学生等
に対して、無利子で奨学金の貸付を行っています。貸付終了後は貸付額を全額返還してい
ただくこととなります。希望される方はお申し込みください。今回の募集で貸付が決定し
た方は、10月分からの貸付となります。

＊�申請書様式は町ホームページからダウンロードできます。また、教育委員会、住民課、
加茂川総合事務所、各支所、出張所、かもがわ総合福祉センターにも準備しております。

＊�申請には２人以上の連帯保証人が必要です。連帯保証人は親権者等を除く方で、原則と
して吉備中央町に住所を有し、連帯保証人それぞれが別の世帯の方としてください。や
むを得ず町外在住者となる場合は、所得証明書を添付してください。貸付が決定した方
には奨学金貸付決定通知書をお送りします。通知を受けた日から15日以内に本人、親権
者等、連帯保証人が連署した誓約書と親権者等、連帯保証人の印鑑登録証明書を提出し
ていただきます。

＊�この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、加茂川総合
事務所、各支所、出張所、かもがわ総合福祉センターで随時、ご寄附を受け付けています。

高等学校等［高等学校、特別支援学校の高等部］
　学　費　　月額２０，０００円
　通学費　　月額１５，０００円

その他の学校［大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校、
　　　　　　 専修学校（高等専修学校および専門学校）］
　学　費　　月額３０，０００円

教育委員会　教育総務班
平成24年９月３日（月）～９月20日（木）〈必着〉
奨学金貸付申請書
在学校長が証明した成績証明書・在学証明書・世帯全員の住民票
世帯全員の所得証明書
通学費貸付希望の場合は、公共交通機関が発行する定期券

貸 付 額

お申し込み先
受付期間
必要書類

【お問い合わせ先】　教育委員会　教育総務班　☎0866－56－9191

保健福祉シリーズ 71
９月10日は「世界自殺予防デー」

相談してください
どこかに

誰かに
　９月10日は「世界自殺予防デー」、９月10日から１週間は「自殺予防週間」です。多くの自殺は、個
人の自由な意志や選択の結果ではなく、さまざまな悩みにより心理的に「追い込まれた末の死」とい
うことができます。
　私たちは、まず、さまざまな相談窓口があることを知っていただきたいのです。悩みを抱えて孤立
した人が一人でも多く支援につながること、そのことが自殺を防ぐことにつながると信じています。

〈相談窓口〉
相　談　窓　口 連　絡　先 相談時間帯等

総
合
相
談

岡山県自殺予防情報センター 086－272－9006 毎週火・金曜日
9：30～12：00、13：00～16：00

岡山県備前保健所 086－272－3934
吉備中央町保健課 0866－54－1326

心
の
相
談

岡山いのちの電話 086－245－4343 24時間
心の電話相談 086－272－8835 毎週月・水・木曜日

9：30～12：00、13：00～16：00
こころの健康相談・岡山県備前保健所
　　　　　　　　　吉備中央町保健課

086－272－3934
0866－54－1326

毎月1回（要予約）

仕
事
・
勤
労
者

こころの耳 http://kokoro.mhlw.
go.jp/

24時間メール受付

岡山労災病院 086－265－2556 月～金　14：00～20：00
（土・日・祝日・年末年始を除く）

岡山産業保健推進センター 086－212－1222
お問い合わせください岡山地域産業保健センター 086－272－3236

備北地域産業保健センター 0867－72－0887

子
ど
も
・
青
少
年

子ども・家庭電話相談室 086－235－4157 18歳未満の児童の育児・いじめ
等の相談

岡山県中央児童相談所 086－235－4152
岡山県青少年総合相談センター 086－224－7110

sodan110@po1.oninet.
ne.jp

年中無休（年末年始を除く）
8：30～23：00

ハートフルおかやま110いじめ専用 0570－0－78310 いじめ専用電話　24時間
チャイルドラインおかやま 0120－99－7777 毎日（日曜日を除く）

16時～21時
子どもほっとライン 086－235－8639

kodomo@fine.ocn.
ne.jp

ボランティアによるなんでも相談
月～金曜日　17：00～23：00
土・日・祝　 8：30～23：00

＊他にも経済・法律・多重債務などの相談窓口があります。お問い合わせください。

あなたは一人ではありません。
あなたの力になる人や場所をみつけましょう。

【お問い合わせ先】
保健課　地域保健班
☎0866－54－1326
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せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公お

知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

募　

集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

２
０
１
２
岡
山
労
働
災
害
撲
滅
運
動

～
毎
月
１
日
は
「
安
全
点
検
の
日
」
～

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受

け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を
亡

く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
人
々
と
の
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て
９
万
円
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
㈶
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３

－

３
２
６
１

－
５
５
２
１
ま
で
。

【
お
申
し
込
み
先
】

　

㈶
岡
山
県
遺
族
連
盟

　

☎
０
８
６

－

２
７
１

－

７
１
７
５

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
１�

次
）、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ト
ラ
ッ

相　

談

　

秘
密
厳
守
、
相
談
料
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】
平
成
24
年
９
月
23
日
㈰

【
開
設
時
間
】
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
会　

場
】

　

①
岡
山
市
北
区
南
方
二
丁
目
13

－

１

　
　

�

岡
山
県
総
合
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
館（
き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
）２
階

　

②
高
梁
市
落
合
町
近
似
５
０
０

－

20

　
　

岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

【
相
談
内
容
】
法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱
う

全
て
の
事
務
に
関
す
る
も
の

（
例
）�

登
記
手
続
き
、土
地
の
境
界
問
題
、遺
言・

相
続
に
関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す

る
も
の
、
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
人

権
問
題
に
関
す
る
も
の
な
ど

【
相
談
担
当
者
】

　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

　

岡
山
労
働
局
で
は
、
労
働
災
害
の
増
加
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
「
２
０
１
２
岡

山
労
働
災
害
撲
滅
運
動
実
施
本
部
」
を
設
置

し
、
毎
月
１
日
を
事
業
場
全
員
参
加
に
よ
る

「
安
全
点
検
の
日
」
と
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
場
に
応
じ
た
安
全
点
検
活
動
の
実
施
を

提
唱
し
、
労
働
災
害
防
止
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
安
全
な
作
業
環
境
整
備
の
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
事
業
場
に
お
い
て
も
全
員
が

参
加
し
て
、
事
業
場
の
実
態
に
応
じ
た
点
検

項
目
を
定
め
、
毎
月
１
日
に
点
検
を
行
う
な

ど
、
労
働
災
害
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
岡
山
労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
２
０
１
２
岡
山
労
働
災
害
撲
滅
運
動
に

つ
い
て
種
々
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部

　

監　

督　

課　

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
５

　

健
康
安
全
課　

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
３

　

http://okayama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

　

警
察
で
は
、「
♯
９
１
１
０
」
番
に
ち
な

ん
で
、
９
月
11
日
を
「
警
察
相
談
の
日
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
県
民
が
安
全
・
安
心

を
真
に
実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
警
察
本
部
や
県
内
の
各
警
察
署
に
警
察

安
全
相
談
窓
口
を
設
け
て
、
皆
さ
ん
か
ら
の

相
談
に
24
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

事
件
・
事
故
で
お
困
り
の
場
合
や
、Ｄ
Ｖ
、

ス
ト
ー
カ
ー
、
児
童
虐
待
と
い
っ
た
生
命
身

体
に
危
害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
事
案
、
悪
質

商
法
、
振
り
込
め
詐
欺
と
い
っ
た
財
産
に
損

害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
事
案
等
に
つ
い
て
も

ご
相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
警
察
で
は
、
相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
防
犯
指
導
、
助
言
、

捜
査
等
を
行
い
、
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止

と
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
相
談
連
絡
先
】

・
岡
山
県
警
察
本
部
警
察
総
合
相
談
電
話

ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）、ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
）、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン

ド
（
２
次
）、東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
２
次
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
次
）、
中
国
（
２
次
）

（
特
定
地
域
）
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島

査
士
、
公
証
人
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
（
た

だ
し
、
公
証
人
は
①
の
会
場
の
み
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

①
岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

　

担
当　

井
上　
　

進

　

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
６
５
６

　

当
日
の
連
絡
先

　

☎
０
９
０

－

８
２
４
６

－

４
０
１
０　

②
岡
山
地
方
法
務
局
高
梁
支
局

　

担
当　

仙
頭　

和
行

　

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
８

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

　

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

０
１
１
０

　

ま
た
は
、♯
９
１
１
０（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
岡
山
北
警
察
署

　

☎
０
８
６
７

－

２
４

－

０
１
１
０

2012
▲

メイン期間　９／29㊏～10／8㊗　（プレ期間９／16㊐～９／28㊎）
「創造と発信」「国際交流」「新しいアーティストの発掘・育成」をテーマに、
多彩なジャンルで誰もが楽しめる秋の一大音楽イベントが始まります。　　

問岡山市文化振興課　☎086-803-1054　ホームページ　http://www.city.okayama.jp/oimf/

下石井３DAYS
◦日時：10／６（土）～８（祝）全日17：00
◦会場：下石井公園
◦料金：無料
◦出演：６日（土）TEE、川嶋あい、CODE-V
　　　　７日（日）夏川りみ、平井 大ほか
　　　　８日（祝）宇崎竜童、フライド・プライド、国府弘子
◦内容：�国内外のアーティストを迎える３日間の大型野外コンサート！６日は J-POP・K-POP アーティ

ストによる情熱のライブを、７日は沖縄・ハワイを結ぶ海からのメッセージを、そして最終日
８日はロック・ジャズミュージシャンが夢の競演を行います。

他にも無料イベントや多彩なコンサートを連日開催。
詳しくはホームページ（http://www.city.okayama.jp/oimf/）をご覧ください。

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎�

わ
く
わ
く
趣
味
講
座

　
～
押
し
花
で
ラ
ン
チ
ョ
ン

�

マ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
～
　

　

■
日
時
／
９
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

■
場
所
／
ハ
ー
ト
オ
ブ
お
か
や
ま
会
館

　
　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円
（
材
料
代
）

　

■
申
込
締
切
／
９
月
14
日
㈮

◎�

御
北
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　
♪
さ
あ
さ
、
み
ん
な
で
楽
し
く

�

踊
り
ま
し
ょ
う
♪
　

　

■
日
時
／
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

19
時
～
20
時

　

■
場
所
／
新
山
ほ
ほ
え
み
セ
ン
タ
ー

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎
御
北
地
区
民
運
動
会

　

■
日
時
／
９
月
23
日
㈰

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

◎
下
竹
地
区
体
育
祭

　

■
日
時
／
９
月
23
日
㈰　

13
時
～

　

■
場
所
／
下
竹
荘
小
学
校
運
動
場

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

◎
豊
野
地
区
町
民
体
育
祭

　

■
日
時
／
９
月
23
日
㈰　

13
時
～

　

■
場
所
／
豊
野
小
学
校
運
動
場

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

　

■
場
所
／
御
北
小
学
校
運
動
場

　
　

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

岡山市との紙面交流

お
知
ら
せ
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

9月

　９月の休館日

3日　　10日　　16日　　17日　　22日　　24日

＜一般書＞　�
　「魔法の万能調味料」として
話題の塩糀（塩麹）を使った、
おいしくて健康になれるレシピ
が満載。塩糀だけでなく、糀に
もち米を加えて作る甘糀や、大
分の郷土料理「ごまだし」と混
ぜて作る「だし糀」などを使っ
たアレンジレシピも。糀の魅力
がたっぷりつまった１冊です。
� （ロマン高原かよう図書館）

＜児　童＞　�
　ある日先生が言った。「今か
らしゃべる言葉は、五、七、五
のリズムでしゃべるんやで。」
　それからというもの、つよし
の頭の中は「はいく」をつくる
ことでいっぱい。はじめはうま
くつくれなかったけど、友達の
みさきとかけあいをするうち
に・・・？頭をやわらか～くし
て、みんなもやってみよう。
� （かもがわ図書館）

『ひとさじで料亭の味！
� 魔法の糀

こうじ

レシピ』
浅
あさ

利
り

妙
みょう

峰
ほう

／著　講談社

『とっておきのはいく』
村上しいこ／作　市居みか／絵

PHP研究所

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
13日（木）午前10時30分～45分　
　　　　　 かもがわ図書館
27日（木）午前10時30分～45分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　毎月第３土曜日
15日（土）午後２時～午後２時40分
　　　 　　かもがわ図書館

《おはなしのへや》

読みた～い本

レインボーさんに
よる

見せ語りと、かんたん
な工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です。

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
ねこざかなのすいか わたなべゆういち／フレーベル館 か 責めず、比べず、思い出さず 高田明和／コスモツゥーワン か

どんどこどん 和歌山静子／福音館書店 か 聞く力 阿川佐和子／文藝春秋 か

あかいじどうしゃ　よんまるさん 堀川　真／福音館書店 ロ おかえり。５ねんぶりの生協の白石さん 白石昌則／ポプラ社 ロ

ぱらぴたぽん ラウラ・スタニョ／ PHP研究所 ロ 水墨画をたしなむ 小林東雲／池田書店 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
どうぶつえんガイド 鈴木のりたけ／ブロンズ新社 か 明日香・幻想の殺人 西村京太郎／徳間書店 か

親子のための地震イツモノート 地震イツモプロジェクト／ポプラ社 か 極北ラプソディ 海堂 尊／朝日新聞出版 か

オーボラーラ男爵の大冒険 原　京子／ポプラ社 ロ 忘れられた花園 ケイト ･モートン／東京創元社 ロ

しずくちゃん ぎぼりつこ／岩崎書店 ロ かすてぃら さだまさし／小学館 ロ

９月

－図書のインターネット予約受付を開始しています－

マ
ン
ネ
リ
化
し
た
日
々
を
脱
出
！

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や

刺
激
を
、
本
か
ら
ど
う
ぞ
。

図書館は、町民の皆さんにとって身近なところでありたいと思ってい
ます。見やすい館内の案内、選びやすい本の並べ方を心がけています。

本棚前の丸イスは、なごみのスペース
（ロマン高原かよう図書館）

No.1

毎日の生活に密着した「くらしの本コーナー」が人気です!!

こんなテーマで
★料理
★漬け物・保存食
★野菜レシピ
★お弁当
★健康食
★お菓子
★パン
★食のエッセイ
★おしゃれ
★美容・ダイエット

★裁縫
★編み物
★着物・和の小物
★ビーズ・アクセサリー
★クラフト
★おりがみ
★出産・育児
★インテリア
★片づけ・収納
★すまい



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳
便

　４月15日（日）、さんさん祭りが開催されま
した。屋台やステージでの発表、フリーマー
ケットなどが開かれてたくさんの方々でにぎ
わっていました。
　その中で、私たちの吉備高原学園高校は、

クラフトデザインコースの版画の凧作り、古武道部の演武、
音楽部の演奏などを行いました。そして、青少年赤十字活動
を行っているＪＲＣ部では東日本大震災義援金の募金活動を
させていただきました。募金箱を持って会場を回っている
と、たくさんの方が立ち止まり募金してくださいました。皆
さんの優しさがとてもうれしく心温まりました。
　４月23日（月）、皆さんから頂いた募金16,289円は日本赤
十字社岡山県支部に持って行き、全額寄付しました。寄付し
たお金は被災地の方々へ贈られます。
　皆さん、ご協力ありがとうございました。
　今後もJRC部ではボランティア活動を通して支援を行って
いきたいと考えています。

吉備高原学園高等学校　JRC部　部長　高田恵里　

植
杉　

野
花
ち
ゃ
ん
（
北
）

う
え
す
ぎ　
　

 

の　

か

すくすく元気に成長してね

平成23年９月28日生まれ

中
山　

椋
太
ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

な
か
や
ま　
　

り
ょ
う
た

平成23年９月27日生まれ

強くて、優しい子に育ってね！

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
小
学
生
》 

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
38
名
）

「
三
光
」

　
人
　
天
使
が
ね
ゆ
め
を
せ
お
っ
て
飛
ん
で
い
く 

中
瀬
亜
果
梨

　
地
　
戦
闘
機
日
本
に
飛
ぶ
こ
と
二
度
と
な
い 

山
本
　
朱
音

　
天
　
た
ん
ぽ
ぽ
は
す
み
か
さ
が
し
て
空
を
飛
ぶ 

天
野
　
琳
日

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
中
学
生
》 

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
170
名
）

「
三
光
」

　
人
　
つ
ら
い
時
乗
り
越
え
て
こ
そ
飛
躍
す
る 

疋
田
　
愛
実

　
地
　
に
わ
と
り
の
小
さ
な
夢
は
か
な
わ
な
い 

土
井
　
　
葵

　
天
　
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
損
な
っ
て
我
を
知
る 

川
西
　
な
お

《
一
般
の
部
》 

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
31
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
明
日
も
飛
ぶ
翼
磨
い
て
終
い
風
呂 

石
田
　
英
三

　
　
　
ぬ
る
ま
湯
を
飛
び
出
す
老
い
の
空
元
気 

難
波
　
良
子

　
　
　
飛
躍
す
る
翼
が
欲
し
い
車
椅
子 

宮
脇
　
和
惠

　
　
　
竹
ト
ン
ボ
飛
ん
で
希
望
の
新
天
地 

行
森
　
定
女

　
　
　
全
快
に
千
羽
の
鶴
も
飛
ん
で
舞
う 

平
井
　
綾
子

「
三
光
」

　
人
　
飛
び
込
ん
で
行
け
る
や
さ
し
い
母
の
胸 

山
岡
か
ず
子

　
地
　
満
点
が
母
に
飛
び
つ
く
ラ
ン
ド
セ
ル 

丸
山
　
光
子

　
天
　
階
段
を
一
足
飛
び
に
い
い
知
ら
せ 

中
尾
　
里
恵
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＊９月の課題は「夜」、10月の課題は「祭り」です。
　投句の方法… はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　 毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー
津賀公民館 平成24年７月秀句　題「飛ぶ」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀

亡
き
兄
の
若
き
日
に
似
た
人
物
が
テ
レ
ビ
に
映
る
声
を
か
け
た
し 

土
居
　
於
栄

雨
あ
が
り
庭
の
み
ど
り
を
飛
ぶ
つ
ば
め
ふ
る
さ
と
の
家
な
つ
か
し
き
か
な 

河
田
　
和
子

夏
雲
を
仰
ぎ
て
の
ぞ
む
谷
間
の
青
田
す
く
す
く
伸
ぶ
ぞ
う
れ
し
き 

土
居
　
照
代

驟
雨
き
て
青
田
を
渡
る
白
鷺
が
雨
の
力
に
バ
ラ
ン
ス
く
ず
す 

難
波
　
良
子

お
日
様
が
一
杯
詰
ま
っ
た
布
団
入
れ
ぱ
さ
り
と
倒
れ
ん
子
供
の
よ
う
に 

河
内
　
晶
子

雨
模
様
此
の
事
だ
け
は
済
ま
せ
た
き
年
も
忘
れ
て
吾
は
鍬
ふ
る 

山
本
　
豊
子

無
造
作
に
瓶
に
生
け
ら
る
木
梔
子
の
介
護
施
設
の
皆
を
癒
せ
り 

山
﨑
し
げ
る

国
道
の
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
美
し
く
み
ん
な
の
力
で
大
き
花
ひ
ら
く 

国
只
由
紀
子

コ
ー
ヒ
ー
の
じ
ん
わ
り
泌
み
て
暖
も
り
は
胃
の
腑
に
お
ち
る
今
日
も
生
か
さ
れ 

中
山
　
文
恵

金一封（「ハムの集い2012岡山」開催記念）　 
　　　加賀郡ハムクラブ

  

お
便
り
な
ど
、

 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
き
び

ち
ゅ
う
お
う
で

は
、
広
報
紙
に

対
す
る
ご
意

見
、
ご
感
想
、

身
近
な
話
題
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
意
見
、
情
報
な
ど
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企
画

課
公
聴
広
報
班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部

編
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必

ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お

書
き
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
ご
明
記
く
だ
さ

い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応

援
す
る
た
め
、
活
動
内
容
や
募
集
の
情
報
を
紹
介

し
ま
す
。

　
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴

広
報
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動

を
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先

　
〒
７
１
６

－

１
１
９
２（
住
所
不
要
）　
企
画
課 

公
聴
広
報
班

　
☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４ 　
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

企
画
課

　

公
聴
広
報
班 

行

7 1 6 1 1 9 2

FAX

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
富
士
山
頂
の
ご

来
光
の
様
子
で
、
富
士
登
山
チ
ャ
レ

ン
ジ
隊
の
記
録
員
菅
野
さ
ん
が
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
フ
ォ
ト

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
写
真
は
そ
の
他
の
記

録
員
の
方
が
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
使

用
し
ま
し
た
。

　
な
か
に
は
、
初
め
て
の
登
頂
で
記

録
員
を
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
重
い

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
首
か
ら
ぶ
ら
下

げ
て
の
登
頂
は
、
大
変
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
で
は
、
交
通
安
全
を
テ
ー

マ
に
特
集
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
岡
山
北
警
察
署
の
阪
田
交
通
課
長

に
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
お
伺
い
し
て

い
る
中
で
、
飲
酒
運
転
の
検
挙
数
の

多
さ
に
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
６
年
に
福
岡
市
で
幼
い
子

ど
も
３
人
が
亡
く
な
る
飲
酒
運
転
の

追
突
事
故
が
起
き
た
の
を
機
に
、
懲

役
や
罰
金
が
大
幅
に
厳
し
く
な
り
、

同
乗
者
や
お
酒
を
提
供
し
た
人
も
罪

に
問
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
い
ま
だ
に
飲
酒
運
転
の

ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
交
通
事
故
は
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
悲
劇
を
引
き
起
こ
し
、
被
害
者

や
遺
族
の
方
々
の
人
生
を
狂
わ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
家
族
等
周

囲
の
人
生
を
も
狂
わ
す
結
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
今
一
度
、

運
転
に
対
す
る
考
え
方
を
見
つ
め
直

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

難
波

【お詫びと訂正】
　広報「きびちゅうおう｣ ８月号 vol.94 の一部に誤りがありました。ここに深くお詫びし、訂正いたします。正しい内容は
次のとおりです。
　【みんなのページ】21ページ：『広面地区のほ場整備事業が完了』　　誤：９億４千万円　→　正：９，４００万円



フォト
トピックス
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　７月23日から25日の日程で第８回富士登山チャレンジ事業が行
われ、町内の小学６年生99名とリーダー48名が日本一の富士山に
挑戦しました。
　23日、静岡県御殿場市の国立中央青少年交流の家に宿泊した一
行は、翌朝、河口湖口五合目から本八合目の山小屋に向け登山を開
始しました。
　恵まれた天候の中、眼下に広がる雄大な景色や時折のぞく山頂を
仰ぎ見ながら、つづら折りの上り坂や急峻な岩場を進み、午後６時
36分最後尾が本八合目江戸屋に到着しました。
　仮眠の後、25日午前１時20分に山頂アタックを開始。高山病で
体調不良を訴える隊員もいましたが、ヘッドランプの明かりを頼り
に、頑張って山頂を目指しました。

　平成24年度吉備中央町小学生富士登山チャレンジ事業

　富士登山チャレンジ隊

▼

午前4時43分、感動のご来光

▲きびプラザでの壮行式

▲バスの中ではリラックス

▲�初日に宿泊した国立中央青少年交
流の家で、ガイドの方々から登山
の注意事項について説明を受けま
した。

真剣な表情で聞いています。

▲

▲５合目で登山の荷物を準備。その後、各班毎に出発しました。

　リーダーや登山ガイドの声かけや隊
員お互いが励まし合って一歩一歩足を
進め、午前３時３分、ついに先頭が富
士山頂上に到達しました。

　特設応援サイトには660件を超える
たくさんの応援メッセージをいただき
ました。ありがとうございました。
　今回も子どもたちにとって大変貴重
な体験となりました。

▲�感動のご来光を見ることができました。
　隊員たちの目にはどのように映ったでしょうか。

無事、きびプラザに到
着し解散式。感謝の気
持ちを込めて握手でお
別れ。

　11時30分に須走口
五合目下山完了。
　色々な思い出を持
って、その日のうち
に吉備中央町に帰っ
てきました。

▲

七合目付近

とっても楽しそう！
六合目付近

険しい道のり！

や
っ
と
八
合
目
に
到
着

午
前
３
時
頃
、

　
　
　

頂
上
に
到
着
！

わくわくドキドキ！

江戸屋で記念撮影 グレードアップした
カレーを食べて仮眠

慎重に下山




